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T F培地中で 12 時間か ら 120時間培養 した Pepto c o c c u s m agnu sST－1株の 抗腫瘍性 を， ICR系 マ
ウ ス に 移植 した エ ー リ ッ ヒ 腹水癌 お よび サ ル コ ー マ 180細胞の固型腰瘍 に つ い て研究 した． 抗腫瘍性物質
を， 1う培養上浦液 よ り60％ エ タ ノ ー ル で 沈殿 させ た分乱 2ユ菌体 を超音波処理 して得 た上清液と沈澄，
31 菌体抽出物 よ り pH 6．0， PH 4．0， pH 2．0 の等電点に て沈殿 した 分画の 3物質 に 分離 して検討 した． 3
へ 4 X lO7c e11s の 癌細胞 を皮下に 移植後 48時間目よ り， 適度 に 懸濁調整 した各々 の 3 つ の 物質の 0．25ml
づ つ を筋肉内注射 した ． 担癌 マ ウ ス へ の 治療 は 1 日 1 回 で， 1週 間続 け た．
24時 間培養の 培養上 浦液 の 60％ エ タ ノ ー ル 分画が ， エ ー リ ッ ヒ 腹水癌細胞の固型癌の担癌 マ ウ ス に
対 して延命効果 を示 した． しか し， 4 8一 － 120時間培養 に お い て は， 活性は認 めら れ なか っ た ． 24時間培養
の 菌体超音波処 理 上 清液で は， さ らに 有効 な活性が得られ た． 10規定塩酸 を加え， 超音波処理上 清液中よ
り pH4．0 にて等電点沈殿 した分薗が ， こ れ ら の 3検体中で 最も 高い 抗腫瘍性 を示 した ． この 分画 を投与 し
た エ ー リ ッ ヒ腹 水痛ま た は サ ル コ ー マ 180細胞 の 担癌 マ ウ ス に お い て， 延 命 日 数は TノC く％I に し て
144へ 174％で あ っ た ． 60 日観察に て， 10 匹中3 匹の マ ウ ス が腫瘍死 せ ず， こ の結果 は再確認さ れた ． さ ら
に ， 本活性物質の問題点お よ び ， 細胞免疫能強化と関係 して い る と考 えら れ る作用 機序に つ い て論 じた．
Key w o rds An a erobes， Antitu mor a ctivity， 勒 toc occus m曙 n uS．
近 年 ， 細菌お よ び その 生成物の 抗腫 瘍作用 に 関す る
研 究は 多数認 め られ る ト 71 ． しか し， そ の ほと ん どは好
気性薗に よ る研究で あ り， 嫌気性に よ る抗腰瘍性の 研
究は， Clo stridia， a n a e r Obic Co ryn eba cte riu mtPr o－
pio nibacteriumlの 一 部 に 限 られ て い る 8 － 1 21
わ れ わ れ の 教室で は， 数年 前よ り グ ラ ム 陰性嫌気性
梓菌の Fu s oba cteriu m n u cle atu m に 抗腫 瘍性 の ある
こ と をin －Vivo で 証明 し報告し て き た が1 3l， こ の 事実
に関連 し て グ ラ ム 陽性嫌気性球菌に も抗腫 瘍性が ある
の で は な い か と 考え， Pepto c o c c u s m agn u sに つ い て




1 ． 使用 薗株 こ
実験 に 供 した Pepto c o c c u s m agn u sS T－1株 は， 口
腔 内炎症性疾患の 材料よ り 分離後， Cow an 川 お よ び
Be rgey
，
s m a n u al1 51に した が っ て同定し， A PI 20 A
a n a e r obic syste mくLa Balm elesGr otte s， M o ntalie u，
Fr a n c el に て 同定 した教室保存株で ある ．
2 ， 使用 培地
前培養 に は ， 玉 井 ． 福田 の 培地用 くT F培地 ． 日水，
東京I を使用 した．
ま た ， 本培養に は， T F処方よ り寒天 を除い た培地 を
用 い た． 以 下 T F培地 く寒天 ぬ きう と記す ．
3 ． 実験 に使用 した癌細胞
教室 で 継代 し て い る Ehrlich 腹水癌細胞 お よ び
Sar c o m a180細胞を用 い た． I C R系 マ ウ スく生後 4 週，
体重約 18旬 20gう の 腹部 を剃毛 し， ヒ ビ テ ン ア ル コ ー
ル で 消毒 し た 後 に 各々 の 癌 細胞 1．OXlO7c e11sJImlの
0．5 ml を腹腔内 に 移植維持し た． 移植後 1週間目に 可
及 的無菌操作に て 乳様の 腹水を採取し， 滅菌生理 食塩
Studies o nthe Antitu m orActivity of Pwto co ccus m dgn uS． H ideaki Sakashita， Depert
－
m e nt of Dent二Or al Surge ryくDirector こPr of． Ke n z oTam ail， Scho ol of Medicin e， Ka n aza w a
Univ ercity．
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水で 細胞数を調整後， 実験に 供 し た．
4 ． 実験動物 こ
実験 に 使用 した 動物 は工C R系 マ ウ ス の 生後約 6 週
で， 体重が約 25旬 27g の も の を供 した．
工工 ． 実験方法
1 ． 担癌 マ ウ ス の 調整 こ
教室 で 継 代 し て い る Ehrlich腹 水癌 お よ び
Sa rc o m a180細胞 の 腹水 を滅菌生理食塩 水 に て 希釈
し， Tdrk 塾血球計算盤 に て 算定後， 3．2 へ 3．6XlO7
cellslml と な る よう に E hrlich腹 水癌細胞 お よ び
Sa rc o m a18 0 の細胞浮遊液 を調整 し， 実験に 供 した．
剃毛後 ヒ ビテ ン アル コ ー ル に て 消毒 した マ ウス の 背部
の 皮下 に ， 調整 した細胞浮遊液 0．25 ml を移植 し， 固型
腫 瘍と して 全て の実験に 供 した ．
2 ． 抗腫瘍物質の調整 く表 1う
旧 エ タ ノ ー ル 分画の 調整 こ
P． m agnu sS T．1株を T F培地 仲試験管 15ml
で 3 アC．4 8時間前培養し， さ らに T F培地 く中試験管
15mり で 3 アC．24時間培養後， T F血液寒天平板培地
に塗 抹 した． Ga sPak くB B L， Co ckeysville， U S Al
に て 37
0
C．48時間嫌気培養後， 平板培地上 に 形成 され
た コ ロ ニ ー を T F培地 く中試験管 15皿り に 釣菌 し，
3アC．媚 時間培養した ． 培養後， 100ml容量の投薬 ビ
ン に 100ml の T F培地 を作製 し， こ の培地中に 5 ％の
割合 に 培養 した薗液を移植 し， 37
0
C．24時間さ らに 前
培養した ． 培養後 T F培地 く寒天 ぬ き， 1，000ml容
量 の 投薬 ビン に 1，000ml の T F培地 を作製 した も のう
に 5 ％の 割合 で前培養 した 菌液を移植 し， 37
D
C で各実
験に 必要な時間培養 した ． か か る 条件 で の S T－1株 の
増殖曲線 く生菌数測定コ は図 1 に示 してあ る． 各時間
培養後， 各1，000mlの 培養液 を無菌的 に 4
0
Cに て，
4，500X G で 20分間冷却遠心 し， 培 養上 清液と沈津と
に 分離 した．
冷却遠心 して 得 ら れ た 培養上 清液 に 純 エ チ ル ア ル
コ ー ル を加 え， 培養上 清液中の エ チ ル ア ル コ ー ル 濃度
が 60％と なる よ う に 調整 した後 に 十分濃拝 し た． 4 0C
に て 一 夜静置 した後 ， 再度10，000XG に て 20分間冷
却遠心 した． こ の 際得 られ た 沈漆 を滅菌生理食塩水 50
くvlable c el lsノmり
下
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Fig．1． Gr o wth c u rv e Of Pepto c o c c u s m agn usS T．1
Strain ．
mlに 懸濁 し， エ タ ノ ー ル 分画と して実験 に 供し た．
榔 超音波処理菌体の 上 清液と沈澄 の調整 二
本培養後， 冷却遠心 して 得 られ た 沈溝 に 50mlの 滅
菌生理食塩水 を加え， 4 ，500XG で 20分間冷却遠心 し
て洗浄 した．
こ の際得 ら れ た沈壇 に 滅菌生理食塩水 50ml を加
え， To my ultr a so nic dis rupto rくM odel U R－200p，
20 K Hz， To my， Tokyol を用 い て ， 20分間超音波処
理 を お こ な っ た ． 超 音波処理後 10，000X G で 20分間
冷却遠心 し， 上 清液 は菌体超音波処理 上 清液 と して実
験 に 供 した ． 沈漆 は滅菌生理食塩水 50mlに 懸濁 し， 菌
Table l． Antitum or s ubsta n c e s e xtra cted fr o mPepto c o c c u s m agn u sST ，1 strain
1J Etha n ol fra ctionこ 60％ etha n olpr e citate s ofc ultu r e supern ata nt
2I Super n atant and s edim e ntfra ctio n obtain ed by c e ntrifugation ofultr a s onically disr upted
c ellsu spe n sio nin physiologlC als aline
3I Fra ctio n s obtained byis o ele ctiv epoint pr ecipitatio n こ
supern atantfra ctio nin 2I w a s c o m mittedtois o ele ctric alprecipitation atdifferent pH
6．0， 4．O and 2．0
P． m agn u sの 抗腫場性 に 関す る研究
体超音波処理沈漆と して実験に 供 した．
く3I 等電点沈殿法に よ る抗腰 瘍性物質の抽出くpH6．
0分画， pH 4．0分画， pH 2．0分画うこ
前培養 し た菌液 を 5 ％の 割合 で 4，000mlの TF 培
地 く寒天 ぬ き ， 1，000ml 容量の投薬 ビ ン に 1，000
血 の T F培地 を作製 し た も の を 4 本つ に 移植 し，
37
0
C ■24時間培養 した ． 培養液を 4 ，500X G で 20分間
冷却遠心 し， 得 られ た 沈 瘡に 滅菌生理食塩水50mlを
加 えた後， 再度 4，500X G で 20分間冷却遠心 して 洗浄
した
．
この 菌体 をく2ユの 操作 で 超音波処理 を お こ な い ，
その 上 清液 に 用 の ご と く エ タ ノ ー ル を 60％に 加 え折
出した分画 を遠心 し， 得ら れ た沈漆 を出発材料 と した．
さら に pH に よ る分画に 用 い た． 即 ち， 得ら れ た沈澄に
P B Sくpho sphatebuffer solutio n，pH 7．01 50ml を加
え， 充分授拝 した後 に 1 0 N H Clを加 えて pH を 6．0
と な る よ う に 調整 し た ． 調整 後40Cに 一 夜静 置 し，
10，000XG で 20分間冷却遠心 をお こ な い ，得 られ た沈
漆に P B Sくp王野 ．0うを 50ml加え て懸濁 し， pH 6．0分画
と して 実験 に 供 した．
一 方 ， こ の 際得 ら れ た 遠心上浦液 に ， さ ら に 10 N
H Clを加 え， pH 4．0 と な る よう に 調 整 し た． 授拝後
4
0
Cに 鵬 夜静置 し， 再度 10，000X G で 20分間冷却遠
JL一し， 得ら れた 沈漆 に P B SくpH 7．O15 0ml を加 え て懸
濁し， pH 4．0分画と して 実験 に供 した ．
同様 に ， pH 4．0分画 を得るた め に 操作 した後の 遠心
上宿液に ， さ ら に 10 N H Cl を加 え て pH 2．0 に 調整 し，
授搾後 4
0
C に 一 夜静置し， 10，000XG に て 20分間冷
却遠心 し， 得 られ た沈埴 に P B SくpH7．O150mlを加 え
て ， 懸濁 した も の を p王12．0分画と して 実験 に供 し た．
3 ． 投与 方法 こ
P． m agn u sS T－1株 の 培養液の エ タ ノ ー ル 分画， 上
記 の 菌体超音波処 理上 清液お よ び沈溶 な ら びに 等電点
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沈殿法 に よ っ て得られ た 各分画 を次の 如く投与 した．
す なわ ち， 実験癌縄胞移植後 48時間経過した マ ウ ス の
左右上 腕二 頭筋部 へ 交互 に各々 の 0．25ml を1日 1回 ，
1週間連続 し て筋肉内注射を した ． 全て の 実験群 は 1
群 10 匹 と して実験し た．
4 ． 抗腫 瘍効果の判定こ
実験癌細胞 を移植 した 日 よ り以後の マ ウ ス の生存 日
数に て抗腫瘍効果を判定す る こ と と し， 実験群 の 平均
生存 日数くTコ と対照群の 平均生存 日数くCl の比 ， 即
ち TノCxlOOに よ っ て抗腫瘍効果を判定した1 71．
こ の際， 各実験群 は 60日間観察 し， 60 日目に TノC
く％I の 判定 をお こ な っ た ． TノCく％コ は 130以上 の も
の に つ い て抗腫瘍性ありと 判定 した．
ま た， 腫瘍重量に よる 抗腫瘍効果の 判定も お こ な っ
た ． す なわ ち， 実験癌細胞移植後15 日目 より 5 日 ごと
に ， 対照群 お よ び処置群の マ ウス の背部に 形成 され た








Ebrlicb 腹 水癌細胞 の 固 型 腫痛 に 対 す る P．
m agn n sS T－1株 の エ タ ノ ー ル 分 画 の 抗 腫瘍
性こ
P． m agn u sS T－1株を 24． 48． 72－ 96． 120時間の
各時間毎に 培養 し， 各々 の 培養上 清液よ り得 られ た エ
タ ノ ー ル 分画 に つ い て抗腫瘍性を検討した ． 対照群 は
E hrlich腹水癌細胞 を移植 した マ ウス に 滅菌生理食塩
水0．25ml を筋肉内注射 し実験 をお こな っ た
．
経 口的に こ れ ら の マ ウ ス の 生死 を観察 し， 抗腫瘍性
を判定 した． こ の 成績を表 2に 示 したが ， 対照群の マ
Table 2． Antitu m or eff ct ofthe etha n ol fr a ctio nfr o m cultu re super n at nt of Pepto c o－
C C uS magn uS T－1 strain on solidtype tu m or of E hrlich c ar cin o m a c ellsin mice
Etha n ol fra ctio n s obtainedfro m
S T－1strainin c ubatedfo rくhrl
Me an s urvival Nu mbe r ofal
day
al s u rv IV O r S
TノCく％j
36．0士12．4 1 136．3
32．8士 10．4 1 1 24．2
72 33．1 士7．5 0 125．3
96 33．3士8 ．5 0 126．1
120 31 ．1 士5．5 0 117．8
PhysiologlCalsalin e
くCo ntr ol 26．4
士3．0 0
al Obs erv ed o nthe60thday afterintram u sc ularinjectio n of m ate rial into tu m o r－
be a ring mic e．
15rI 坂
ウ ス は 21 日目 より 腫瘍死 を認 め， 31 日目で 全て の マ
ウス は腫瘍死 し， そ の 平 均生存日数 は 26．4士3．0 日で
あ っ た ． 24時間培養の エ タ ノ ー ル 分画処置群 は 22 日
目よ り腫瘍死 し， 38日目 で 10 匹 中9 匹 のマ ウ ス が 腰
瘍死 し， そ の 平均生存 日数は 36．0 士12．4 日 で ， TノC
く％1 は 136．3 と有意の 抗腫 瘍性が見出され た ． しか
し， 48旬 120時間各培養の エ タ ノ ー ル 分画群 で は 平均
生存 日数31へ 33 日， TノCく％1は 11 ト126 と抗腫癌
性 は何れ に も認め られ なか っ た ． く表 2う
工I
．
E brlicll腹 水癌細胞 の 固 形 腫痛 に 対 す る P．




m agn u sS T
－1株の培養上清液中の エ タ ノ ー ル 分
画 に十分な抗腫瘍性 を認め なか っ たた め ， 続 い て本菌
株 を 24． 48 ． 72． 96． 120時間の各時間軌 こ培養 し，
遠心後の各 々 の菌体 を超音波処 理後遠心 して得 られ た
上 浦液 に つ い て， 抗腫瘍性 を検討 した．
実験結果 を表 3， Al に 示 した ． 対照群の マ ウ ス は
下
21 日冒 か ら 31 日目 の 間 に 全 てが 腫瘍死 し， そ の平 均
生存日数 は 26．4 士3．0 日で あ っ た ． こ れ に 対 して， 24
時間培養 の 菌体超音波処理 上 清液処置群 で は， マ ウ ス
は 29 日目 よ り腫瘍死 し， 対照群 の マ ウス が全て 腫瘍死
した 31日目で はわ ずか に 1 匹の みの腫瘍死 で ， その 平
均生存日数 は 43，0 士12．4 日， TノCく％1は 162．8 とい
う 著 しい 抗腫瘍性を認 め た． しか し， 48時間培養の 菌
体超音波処 理 上 清液処置群 で は 平均生存 日数 が
30．6士11．4 日 で TノCく％ンは 115．9， 72時間培養で は
30．9 士6．8 日で TノC く％う は 11 7．0， 96時間培養で は
28．0 士5．9 日で TノCく％う は 106．0， 120時間培養 で は
33．4士11．9 日で TノCく％う は 126．5 で い ずれ に も抗腫
瘍効果 は認め ら れな か っ た ． く表 3， Alう
m
．
E hrlicb腹 水 癌細胞 の 固 型 腫 瘍 に 対 す る P．
m agll u S T－1株 の 菌体超音波処理沈蓮の 抗腫
瘍性 二
超音波 に よ っ て P． m agn u sS T－1株 の 24 時間培養
の菌体を破壊 し， そ の 上 清液 の み に著 しい 抗腫瘍性が
Table3． Antitu m or eff ct ofthe s upe rn at nt a nd s edim e nt ofST－1 strain tr e ated with
ultra s o nic disruption o n solidtype tu m o r of E hrlich c a r cin o m a c ellsin mic e
Aナ Supe r n at nt
Supern ata ntfractio n s obtain ed
fro mS T－1strainin cubated fo r－hrl 3欝 Su rviv al 慧霊芝ごf
a，
TノCく％，
24 43，0士12．4 3 162．8
48 30．6士1 1．4 1 1 1 5．9
72 30．9士6．8 0 117．0
96 28．0士5 ．9 0 106．0
1 20 33．4土11 ．9 1 126．5
Physiologic als alin e
くCo ntr oり
26．4 士3．0 0
aナ O bser ved o nthe 60th day afterintr a m u sc ula rinje ctio n of m aterialinto tu m orT
be aring mic e．
BI Sedim ent
Sedim entfra ctio n s obtain ed fr o m
S T－1str ainin c ubated for くhrl 豊1S
u rviv al 慧冒慧ごf
a，
TICく％，
24 33．1士11．8 1 125．3
48 30．0士4．1 0 113．6
72 34 ．5士8．1 0 130．6
96 36．0士10．9 1 136．3
120 27．4 士5．9 0 1 03，7
P hysiologlC als alin e
くControl
26．4土3．0 0
al O bse r v ed o nthe 60th day afterintram usc ularinje ctio n of m aterial into tu m o r－
be a ring mice．
PA m agn uSの 抗臍朝生に 関す る研究
認めら れ たが ， 他 の 培養時間 に は認 め られ な か っ た ．
そ こ で ， 本菌株 を 24． 48■ 72． 96． 120時間毎 に 培養
し， 各々 の 菌体 を超音波処 理 し， 遠心 して 得 られ た 沈
漆に つ い て， 抗腫 瘍性 を検討 した．
結果 を表3， Bうに 示 す． 対照 群の マ ウス は 21 日目
より脛瘍死 し， 31 日目で 全て の マ ウ ス が腫瘍死 し， そ
の 平均生存日数が 26．4 士3．0日 で ある の に 対 して ， 24
時間培養の 菌体超音波処理沈漆処置群 の 平均生存日数
は33■1士1 1．8 日で ， TノCく％J は 125．3 で あ り， ま た
48時間培養で は 30．0士4．1 日 で， TノC く％I は 113．6
で あ り， 共 に抗腫 瘍性は なか っ た
．
し か し， 72時間培
養の 菌体超音波処理処置 マ ウ ス は ， 22 日目よ り腰 瘍死
し， 45 日冒 ま で 延命 し て お り， そ の 平 均生存 日数 は
34 ■5士8． 1 日 で TノC く％う は 130．6 で あ り， 96時間培
養の そ れ は， 平均生 存 日数が 36．0士 10．9 日 で 60日 判
定で 1 匹の マ ウ ス の 生存を認め， TノCく％つは 136．3 で
あ っ た ． こ の 両実験群に は抗腫 瘍性が見出され たが ，
120時間培養の それ で は， 平均生存 日数 が 27．4 士5 ．9
日で あ り， TノC く％う が 103，7 と抗腫瘍性 は認め ら れ
なか っ た ． く表 3 BH
IV
． 菌体超 音波処理 上 清液の 等電 点沈殿 法 に よ る 抽
出物質の 抗腫 瘍性 こ
次 に ， 等電点沈殿法 に よ り抽出を お こ な っ た
． 等電
点沈殿法は， あ る程度精製 をお こ な っ たも の に つ い て
実施す る必要が あ る た め， 先の 実験く表 2， 3 Aうユで
抗腫 瘍性の 認め ら れ た 24時間培養 の菌体超音波処 理
上清液の エ タ ノ ー ル 分画 に 等電点沈殿法 を応用 した ．
等電点沈殿 法 に よ っ て得られ た pH 2．0， pH 4．0， PH 6．0
の 各分画 に つ い て ， 抗腫瘍性 を検討 し た． そ の結果 を
表4に 示 す． 対照群の マ ウ ス は24 日 目よ り腫瘍死 し，
35 日目で 全 て の マ ウ ス が腫 瘍死 し， その 平均生存日数
が 30．8士3．6 日で あ っ た ． 一 方 ，p王12．0分画処置群 で は
53 日目 ま で生存 した マ ウ ス はあ っ たが ， そ の 平 均生 存
日数は 35．9士10．9 日で， TノCく％1が 116．5と抗腫瘍
性は認め られ な か っ た ． しか し， pH4．0分画で は 29日
日よ り腫 瘍死 を認 め， 対照 群 に比 して 腰痛増殖が抑制
され ， 60 日目 で 生存 マ ウス が 3匹あ り， そ の 平均生存
日数は 48．5士12．1 目で， TノCく％コ は 157．4 と著 し い
抗腫瘍性が見出され た ． ま た， pH6．0分画で は 28 日目
よ り腫瘍死 し， 57 日目ま で 生 存 し美 マ ウ ス が あ り， 平
均生存 日数が 41．4 士9．6 日で ， TノC く％1 は 134．4 と
抗腫瘍性が認め られ た ． く表 4プ 以 上 の 実験結果か ら，
pH 4，0分 画 に 著 しい 抗腫 瘍性がみ ら れ た の で ， 菌体超
音波処理 上 清液の エ タ ノ ー ル 分画 か ら， 直ち に pH4．0
分画 を作製 し抗腫瘍性の 再現性 を検討 した． その 成績
を表 5 に 示 す． 対照群の 平 均生存 日数が 28．6 士4 ．9 日
で あ る の に 対 し て ， pH 4．0分 画 で は平均生存 日数が
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49．8士8，4 日 で， TノCく％プは 174 ．1 と最も著 しい 抗腫
瘍性が見出され ， 前述 の 実験 結果 を再確認し得た． く表
5ン
次い で ， 同様 に して得 られ た pH 生0分画の 抗腫 瘍性
をSa rc o m a180細 胞 を 用 い て 検 討 し た． 3．6XlO7
C ellslmlの Sa r c o m a180細胞浮遊液 の 0．25ml を移
植した 固塾担癌 マ ウ ス を用 い ， 対照群 に は P B Sくpfi7．
OI を注射 し た．
その 成績 は表6 に 示 す如く， 対照群 に お い て は， マ
ウス は 23 日自よ り腫 瘍死 が起 り， 34 日目で 全て の マ
ウ ス が腫 瘍死 し， その 平 均生存 日数が 29．1 士3．7 日で
あ っ た ． これ に 対して ， pH4．0 分画処置群 に お い て は，
29 日目よ り マ ウ ス の 腫瘍死 が生 じ， 腫瘍増殖の 抑制 が
認 めら れ， その 平均生存 日数が 42．0 士13．2 日 で ， 60 日
判定で 3 匹の 生 存 マ ウ ス が あ り， TノCく％ユが 144．3 と
高い 抗腫 瘍性 を見た． く表6う
V． 腫 瘍重 量 測 定 よ り み た pH 4．0 分画 の 抗 腫 癌
性 二
以上 の 実験成績よ り， pH 4．0分画は Ehrlich 腹水痛
お よ び Sa r c o m a180に 対 し て抗腰 瘍性 を 示 す こ と が
証明され たが ， さ ら に 固型腫瘍の 重 量 を測 定す る こと
に よ り抗腫瘍性 を再検討 し た． 3．92XlO7c ellsノmlの
Ehrlich腹 水癌細胞浮遊液0．25mi を背部 に 移植 した
固型 担癌 マ ウス を使用 して実験 した．
その 結果 は， 図 2に 示 す ． E hrlich腹水癌細胞移植後
15 日 目 に お い て ， 対 照 群 10匹 の 平 均腫瘍 重 量 は
2791 ．6m g で ある の に 対 して， pH 4．0分画処置群 の 平
均腫 瘍重 量 は 1736．3m g で あ っ た ． 20日目で は対照群
の 5106－ mg に 対 して ， pH 4．0分画群で は，747．3 m g
と な り， 25 日目 で は 対照 群の 8644．2 m g に 対 して ，
pH 4．0分 画群 で は2713．6m g で あ っ た ． さ らに ， 30 日
目で は対照 群の 15871■9 mg に 対 して， pH4 ．0分 画群
で は4684 ．6m g と な り， 35日日 で は対照群 の 20410．3
m g に 対 して， pH 4．0分画群 で は 6363．2 mg で あ っ た ．
また， 腫 瘍移植40 日目で は対照群の 25057．7 m g に 対
して， pH 4 ，0分画群 は4775．6 m g とな り， pH4．0 分画
に 著し い 腫瘍増殖の 抑制が認 め られた
．
この 成績 は図
2に 示 した通 り， 対照 群 に ほ ぼ シ グモ イ ド曲線様 に 腫
瘍重量 が増加 し て い るが ， PH 4．0分画群 に お い て は 20
日目 に－一 時腫瘍重 量 の 減少が見 られた
．
処置群の 20日
目以後は 35 日目ま で緩や か な曲線 を抽い て 増加 し，40
日日 で 減少 した ． これ は肉眼的に 腫瘍の 消失 した マ ウ
ス の 相対的割合が増加 した た め で ある． く図 2フ
以 上 の 如 く， 腰 瘍重量 の 測定に お い て も pH4．0 分画
の E hrlich 腹水癌 に 対す る著 しい 抗腰 癌性が証明さ れ
たた め， 同様の 検討 を Sa rc o m a180を使用 して お こ
な っ た ． 使用 した Sa r c o m a180細胞は 3．6XlO7ce11sノ
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ml の浮遊液 と した ． 対照 群 は前述 の 実験 と同様 と し
た
．
その 結果 は， Sa rc o m a180細胞移構後， 15 日目 の 対
照群 10 匹 の平均腫瘍重量 は 4217．4 m g で あ る の に 対
して ， pH 4 ．0分画群 の 平 均腫瘍重量 は 2566．8 m g で，
この 時点 で腫瘍増殖の抑制が著明 に 認め られ た ． 20 日
目 で は， 対照群 の， 1115．2 m g に 対 し て pH 4．0分画群
で は 5225．9 m g と な り ， 30日 目 で は ， 対 照 群 の
12472．2m g に対 し て， pH 4．0分画群 で は4441．2 mg
と な り， 腫瘍増穂の 著 しい 抑制 が見出さ れ た．
この 成績 を図 3に 示 した が ， 対照群は ほ ぼ シ グモ ン
ド 曲線様 に 腫瘍重量が増加 して い る の に 対し て， pE 4．
0分画群に お い て は増加 は緩 や か で あ り， ま た 40 日目
に お い て腫瘍重量は減少 し， Ehrlich 腹水癌の 処置群
と同様の現象 を呈 した． く図 3う
考 察
わ れわ れ の 教室 で は， 従来よ り嫌気性薗 に よ る抗腫
瘍性 に つ い て 実験 を続 け て い る が， 最近 Fu sobacte－
riu m n e cle atu m の 培養上 清液中 に抗腰瘍活性の あ る
こ と が証明さ れ た1 3Iこ と か ら， グ ラム 陽性嫌気性球菌
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tu m o rin tr e ated gro up with the pH 4．O fr a ctio n．
Table 4． Antitu m o raI effe ct of e a ch fra ctio nis o ele ctric ally pre cipitated in etha n ol
fra ction fro mS T－1 str ain tr eated with ultr a so nic disr uptio n
Fr a ctio nbl 慧欝 S
u rVival 慧 恕f
e，
TICく％ン
pH 2．0 35．9士10．9 0 116．5
pH 4．0 48．5士12．1 3 157．4
pH 6．0 41．4士9．6 0 134．4
Pho sphate buffer
S OlutionくCo ntr olナ
30．8士3．6 0
al Solidtype tu m or of Ehrlich c a rcin o m a c ellsin mic e．
bJ Refe rto Tablel．
cJ O bse r v ed o nthe 60th day afte rintra m u s cularinje ctio n of m aterial into tu m orq
bea ring mic e．
Table 5． Re e x a min atio n ofthe pH 4．O fr a ction o n s olidtypetu m or of E hrlich
c a rcin o m a c ellsin mic e
Prepar atio n 欝 Su r Viv al 慧 霊
faン
TJCく％，
pH 4．O fr a ctio n 49．8士8．4 3 174．1
Phosphate buffer s olutio n
くCo ntr o1
28．6士4 ．9 0
aI Obs erv ed on the 60th day afte rintr a m u sc ula rinje ctio n of叩 ate rial into tu m o r
－
bea ring mic e．
P． m agn u sの 抗脛 嘲生に 関する 研究
本実験 に使用 した P． m agn u sS T－1株 は， われ わ れ
の教室 で 口 腔 内感染症 の 臨床材料 か ら 分離 し， A P1
20A an a e r Obic syste m に て 同定さ れ た教室 保存株
で あ る．
P． m agn u sは種々 の 臨床材料， 特 に 膿汁よ りの 分離
率が高 い 薗種で あ る
1 9－ 細
． 本菌 の 分類 に は， 研究者に
ょ っ て種 々 の意見が あ るた め， 過去に お い て は種々 の
分輝が お こ な われ て き たが
1引2 312 41
， 1980年 の Appro v－
ed lists of ba cte rialn a m e s
2 518こお い て ， 国際細菌名分
類委員会は本薗を P． m agn u sと命名 した た め， わ れわ
れも本名称 に従 っ て 実験 を施行した ．
抗腫瘍性 を検討す る 方法と して は， ま ずP． m agn u s
の培養液 を培養上清液と菌体に 分離 し， そ れ らの 分画
に抗腰瘍性が存在 す るか 否か を検討す る こ と と し， 培
養上清液 に 対 して は溶媒沈殿法
26－ 抑 をお こ な っ た ． こ
の 際メ タ ノ ー ル は ， 蛋白質沈殿時に は エ タ ノ ー ル よ り
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白質を沈殿さ せ る ため， メ タ ノ ー ル およ び アセ ト ン は
本実験に は不適当と考え， エ タ ノ ー ル を用 い た ． エ タ
ノ ー ル は 40％の 濃度 で ほ とん ど の 蛋 白質 を沈 殿 させ
る とさ れ てお り 抑 ， 著者は基礎実験 と して， 40％ エ タ
ノ ー ル 洩度 とそ の付近の 濃度で比 較 したと こ ろ， 60％
エ タ ノ ー リ濃度に て抗腫瘍物質が沈殿 する 結果が得 ら
れ た ため ，60％ エ タ ノ ー ル 濃度に て実験をお こ な っ た ．
本実験 で は， 本操作 に て培地成分中の 蛋白質お よ び P．
m agn u sS T．1株が生産す る可 能性のあ る糖蛋白質も
沈殿させ る と考 えら れる ．
菌体 は超音波 に て破壊 し， 菌体内容物 と細胞壁 に 分
離して検討す る こ と と し， 菌体 を分離す る際に は， 寒
天や そ の 他の 培地成分の混入 を極力防 ぐた めに ， 本実
験で は寒天 を除い た T F培地 を本培養 に用い た． また ，
遠心 して得 られ た菌体自体も滅菌生理食塩水 で洗浄 し
て い る た め， 培地成分の 混入 は比較的少な い と 考え実
験 した． さ ら に， 本実験 では比較的少量 の 濃厚菌体 と
し， こ の よ うな状態で の 菌体破壊 に適す る と され て い
る超音波法細 を用 い て 菌体 を破壊 した ． この 際菌体破
壊の程度 を知 るた め， 試料 を遠心 し塗抹標本 に より破
壊率を求め る2引と 63．4％で あ り， さ らに 生 菌数 を測定
して破壊率を求め る2 91と 90％以 上 で あ っ た ．
細菌の 細胞壁 は， 分別遠Jいこて 可涛性の 細胞構成物
質お よ び膜断片を除く こ とに より容易に 単離 され る 抑
の で ， 遠心 に て 細胞壁 が沈渡と して得 られ たと 考え た．
菌体 を超音波処理 した後の上 清鞭は， 菌体内容物 と考
え実験に 供 した．
当初， こ れ らの 各成分を E hrlich腹水癌細胞 お よ び
Sa r c o m a180細胞 を用 い て， 腹水癌系 に よ る抗腫瘍実
験 をく り返 したが 抗腫瘍性は認 めら れ なか っ た ． そ こ
で ， 実験 系を固型腰瘍と して 実験 した． その 結果， 表
2ニ 3， Aう， 別 の 如く， 24時間培養の エ タ ノ ー ル 分
画 に 抗腫瘍性 を認 め ， 24時間培贅の 菌体超音波処理
上 清液 に も 著 し い 抗 腫瘍性が み ら れた ． また， 72．
96時間培養の 菌体超音波処理沈淀に も抗腫瘍性が見
出さ れ た ． こ の よ う に 本 実験で は， 24時間培養を ピ
ー ク と し て 異な っ た 培 養時間で， エ タ ノ ー ル 分画，
Table 6． Antitu m or eff ct ofthe pH 4．O fra ctio n o n s olidtypetu m o r of Sa rc o m a180
c ellsin mic e
Pr epa r atio n
I 監買崇S u rviv al 監禁三吉ご
fa，
TJCく％，
pH4．O fr actio n 4 2．0士 13．2 3 144 ．3
Phosphatebuffe r solutio n
くControり
29．1土3．7 0
al O bse r v ed o nthe60th day afterintram uscula rinje ctio n of m ate rial into tu m o r－
be a ring mic e．
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菌体超音波処理上清液お よび そ の 沈漆 の い ずれ に も強
弱の 差 はあれ ， 抗腫瘍活性が み られ た． この こ と は，
こ れ ら の各成分に 別個の抗腫瘍性物質が存在す る と考
える よ り ， む しろ 同 一 の抗陸棚朝勿質が存在し， 抽出法
が完全で な い た め に， 各成分に 本活性物質が分散 し，
この よ う な結果 を生 じた と考 え た． 特 に 24時間培養の
菌体超音波処理上清液 に 著 しい 抗腫 瘍性が存在 したた
め， 抗腫瘍活性の主体 は， 菌体の 超音波破壊に よ り遊
出 した物質で あ ると 考え られ る． 本物質 は前述 した よ
う に ， 当初は 菌体内容物 と考 え実験 をお こ な っ た が，
エ タ ノ ー ル 分画で も抽出で き， 菌体超音波処理 上 清液
お よ び そ の沈漆で も抽出で き る成分 は， P． m agnu sの
細胞壁断片 しか な い と考え る．
す なわ ち， 24時間培養の エ タ ノ ー ル 分画で は自己 融
解 した菌 の細胞壁の 一 部が抽 出さ れ3り， 菌体超音波処
理上清液に は， 細胞壁の細片が多量 に 含 まれ ， そ の 沈漆
に は， 細胞壁の 比較的大き な 分子 量の 断片が含有 され
て い ると 考え られ る．
そ こ で ， ま ず最初 に 菌体超音波処理 上 清液で は著 し
い 抗腫瘍活性が得ら れ るの に ， そ の 沈獲で は得ら れ な
い 理 由に つ い て 考 える と， 細胞 壁の 生物活性発現に 与
え る供給細胞 の 粒 子 サ イ ズ の 問題 が あ る と 考 え ら れ
る
． 細胞壁の生物活性発現の機序と も 関係す る と考え
られ て い る本間題 を最初 に検討 し た の は Robe rs on
ら3 21で ある． 彼ら は A群Str epto c o c ciの 超音波処理沈
漆 に 酵素処理 して細胞壁 の断片 を得 て分画 し， 細胞壁
の 断片に は粒子 サイ ズ に よ っ て家兎の 皮膚病変 の形成
台引こ差が ある こ と を認 めた． ま た， O ha nia n ら331はA
群 Strepto c o c ciの 超音波処理後 の 細胞壁 の断片の 浮
遊液 を， 遠心器 に て分画す る場合， 27，000X G で は沈
澄と して得 ら れな い が ， 90，000XG で沈殿す る 分画 に
マ ウ ス 皮膚に 多結節性病変 を作 る活性の 大部分が含 ま
れ て い る と し て い る ． し か し， A b dulla ら
3 41は A 群
Strepto cocciに お い て， 長時間超音波処理 しす ぎて細
胞壁 を細片化 しす ぎる と， 皮膚壊死毒性 は減弱す る と
報告 してい る ． こ のよ う に A群 Strepto co c ci に つ い て
は， 皮膚毒性 を効果跡 こ発揮す る最適の 粒子 レ ベ ル が，
存在す る こ とが知 られ て い るが ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球
菌で あ る P． m agn u sに お い て も本実験の結果 よ り， 精
製 の 程度は粗で は あ るが ， A群 Strepto co c ci同様 に効
果発現 の粒子 レ ベ ル が存在 す る の で は な い か と 考 え
る． す な わ ち， 菌体超音波処理沈壇 に は， 大粒子 の 細
胞壁が含ま れ， ま た菌体超音波処理 上 清液に は細胞壁
の 断片が含ま れ， 抗腫 瘍活性は こ の 細胞壁の断片が 主
体 と な り発現され る と考 え られ る．
成 田 ら3 1jは， 細菌細胞壁 が そ の 生物活性 を効率 よ く
発揮す るた め に ， 適当な サイ ズの 粒子 に 分散さ せ る こ
下
と が なぜ 必 要か と い う 問題に つ い て ， 考察 し てい る ．
供試細胞壁 が適当 な粒子 サ イ ズ に 分散 さ れ た場合に
は， そ れ ぞれ の 作用 の 発現 部位 に 効果 的に 運 ばれ て ，
あ る い は 当該部位 に ， 長時間排除さ れ る こ と なく滞留
す る こ と が考 えら れ る． また細胞壁 を超音波処理 して
細片化す る と， 標的と な る細胞 な い し は組織 に 作用す
る表面積 が拡大 し， ある い は作用 に あずか る機能群が
新 し く曝露され て ， そ の数 を増 し， その 結果活性が増
加す る可能性 も考 えら れ る． それ故 に ， 粒子 サイ ズ が
余 り に も 小さ く なる と作用 が 減弱す る とい う事実 は説
見し に くい と してい る．
こ れ ら従来の 研究お よ び本実験に お い て は， 物理 的




す る こ と に よ っ てお こ なわ
れ た も の で あり ， 酵素的に お こ なわ れ た も の で は ない
ため ， 実験的 に修飾さ れ た可能性も存在 す ると 考えら
れ る ． しか し， 本実験 に お い て ， 菌体超音波処理上清瀬
の 方が ， そ の 沈漆よ り抗腫瘍性 が高い 理 由と して ， 細
胞壁の 断片と考 えら れ る上 清液は沈 漆に 比 較 して ， 分
子 量 が 小さ い た め，作用 点 に 到達しや す い の で あろ う．
ま た， 沈淀は よ り大き な分子 量 を持 つ ため に ， 局所反
応 を強 く起 こ すが ， 抗腫瘍性の 発現 に は不利なの で は
な い か と考え られ る． こ の よう に 考えれ ば， 作用 機序
と して は， グ ラ ム 陽性球菌の細胞壁 が種々 の 免疫作用
を起 こ す35h 371 こ とよ り ， P． m agn u sの細胞壁の 断片
に も 免疫作用 ， 特 に 免疫強化作用 が あ り， こ れ が筋肉
内注射に て惹起さ れ て ， 遠隔部の 固型腰瘍 を縮少さ せ
る の で は ない か と考 え る．
次 に 考え られ る の は， 培養時間と抗腫瘍性の 関係で
ある． 生菌数測定に よる本菌株の増殖曲線は， 図 1 に 示 し
た如 く， 12時 間を ピ ー ク とす る曲線 を描い た ため ， 12
時間培養の 表 1 に示 す各分画に つ い て 抗腫瘍性 を検討
し た と こ ろ， い ずれ に も抗腫瘍性 は全く見出せ なか っ
た ． した が っ て増殖曲線 と抗腰痛性と の 間に ， 明ら か
な相関関係は認 め られ な か っ た ．
し か し， 生 菌数の 多い 状態よ り も自己 融解 し た死菌
の 多い 状態 で ， 抗腫瘍性 が発現 す る可 能性も あ ると考
え ら れ るが ， ほ と ん どの 培養時間に お い て ， エ タ ノ ー
ル 分画に 抗腰瘍性が認め られ なか っ た ため ， 自己融解
と抗腫瘍性に も明 らか な 相関関係は な い と 考 える．
次 い で ， 菌体超音波処理上 滞液中の 抗腫瘍性物質 を，
等電点沈殿法 弛 391に て 精製 した． 等電点沈殿法は ， 粗描
性物質を含 む溶液か ら活性物質の 溶解度の 差 を利用 し
て 活性物質 を沈殿 させ る 方法 で ， Snipe ら401は Clos．
tridiu m botulinu m の 培養液に 塩酸 を加 え て ， pH を
3．0 へ ノ4 ．0 に 調整 し， A 塾の 毒素を抽出 した ． La m a n n a
ら 川 は段階的 な pH の 変化に て ， B 塑の 毒素 を抽出し，
さ ら に Cordelra ら
4 21は， C型の 毒素の 抽出に も 本法 を
P． m agn u sの 抗腫瘍性 に 関す る研究
応用 して い る ． また ， 本実験で は 10規定の 塩 酸 を用 い
て， PH を酸性 に して 実験 をお こ な っ た
刷
． 本法は， 一
般に 溶解度の 比 較的小 さ い 蛋白質 な どの 分別に 使用 さ
れる が， こ の 際に は塩 類濃度 を低 くす る 必要が ある と
され て お り， そ の理 由と しては ， 塩壌の 添加 に よ っ て
蛋白質の 等電点が， 酸性 に ずれ る ため で あ る
刷
． その た
め本実験 に 際 して は， 菌体 は よく洗浄 して お り，
一 部
培地成分の 混 入 や塩類の干渉の 可能性 は ある と 考え ら
れる が ， 著 し い も の で はな い と思わ れ る．
表 4 の如く， 当初 は段階的に pH を調整 し た pB 4．0
分画 に ， 著 し い 抗腫瘍性 を認め たた め， 表 5の 如く，
菌体超 音波処理 上 清液 の エ タ ノ
ー ル 沈殿 か ら， 直ち に
pH を4 ．0 に 調整 し抽出した pH4．0分画に お い て抗腫
瘍性 を検討し たが ， や は り著 しい 抗腫瘍性 が得 られ た．
この 結果か ら， pH は段階的 に 調整 しな く と も 直ち に
pH 4．0に 調整す る こ と で， 抗腫瘍性物質 は沈殿す る と
考え られ る．
pH 4．0分画に は， 脂質 ． 糖質． 複合多糖類等が含ま れ
てい る が， 本実験 に お い て は， 菌体超音波処理 上 清液
を精製 し て い る た め主 成分は， 菌体内容物ま た は細胞
壁由来の 物質と考え られ る． こ の 際， 前述 した よう に ，
その 沈漆 に も 抗腫瘍性が認め られ， 両者の 作用 発現物
質を同 一 の 物質と考 え， 細胞壁と推定 した ． そ こで ，
こ の 分 画中の 主 成分 は， P． m agn u s細胞壁由来の糖蛋
白質 を中心 と した複合多糖類 で はな い か と考 える．
細胞壁 は， ペ プチ ド グ リカ ン を主成分と した種 々 の
多糖類よ り成立 して い る 欄 が ， その 中 で も最 も割合 の
高い の は ， ペ プ チ ドグ リ カ ン で あ る． Staphylo c o c c u s
a u r e u sに お い て は， 細 胞壁の 乾燥重量 の 40ノ ー 60％を
占め ると さ れ， 多く の ア ミ ノ 酸が 細胞中に 含有さ れ て
お り4 6J， グ ラ ム 陽性球菌で ある P． m agnu sの 細胞壁か
ら本実験 に 使用 し た方 法に お い て， こ れ ら の 混 合物が
得ら れ たの で は な い か と 考える ．
グラ ム 陽性薗の 生 物学的活性に つ い て は， Heyer仰
が， 従来報告さ れ て い る 作用 に つ い て 整理 を加 え， そ
の 中 で 抗腫瘍活性 に つ い て も 言及 して い る ． ま た小
谷 欄 は ， 種 々 の 免疫作用 が 報告さ れ て い る に も か か わ
らず， 細胞壁 ペ プ チ ド グリ カ ン の 抗腫瘍免疫 へ の 利用
が， 未開発 で あ る こ と を指摘 して い る ． 本実験 に お い
て は ペ プ チ ド グ リ カ ン と は 断定 で き な い が， P．
m agn u sの 細胞壁 由来の 多糖体と考 え られ る物質に ，
抗腫瘍性 を認め た こ とは ， これ ら の 報告と 関連性が深
い と 考え られ る ．
細胞壁 ペ プチ ドグ リカ ン の 種々 の 生物学的作用 は，
日01tro n ら4 9りこよ っ て 明 らか に さ れ てき た ． さ ら に ， 最
近 Gala n s5 Olに よ っ て ， グ ラ ム 陰性薗の L P Sの 免疫学
的作用 が， ペ プ チ ド グ リカ ン の 免疫学的作用 に 類似し
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て い る こ とが 明 らか に さ れ， Rotta51Jは ペ プ チ ド グ リ
カ ン の 内毒素類似の 性質 に つ い て述 べ て い る ．
L P S ま た は内毒素に ， 抗腫瘍作用 があ る こ と は 古く
か ら知ら れ てお り5 2I， 本作用 は 固型腫瘍組織に ， 強い 出
血壊死作用 は示 す が， 腹水腫瘍 へ の 作用は それ 程顕著
で は な い 5 3Iと さ れ， 現 在 で は， 作 用 機 序 は 局所
S hw a rtz m a n反応 に よ る もの と考 えられ て い る5 3湖
Eoda m aら5 51は， 人 や実験動物の 悪性腫瘍組織よ り の
抽出物 が， L PS と 比べ て 杓 1JIl，000 の S hw a rtz m a n
活性を例外な く持 っ て お り， 正 常組織の抽出物 に は こ
の 活性 はな い と報告 して い る．
本実験 に 先立 っ て， 著者 は Ehrlich腹水癌 お よ び
Sa r c o m a180細胞 の腹水癌系に よ る P． m agn u sS T－1
株の 抗腫瘍性の 検討 をお こ な っ
l
たが ， 培養上浦液 ． 菌
体 ． 菌体超音波処理 上清液お よ び沈漆の い ずれ に も ，
抗腫 瘍性 は認め られ な か っ た ． こ の結果 は， 山口 ら5 6抑
の E． c oli の L P SくIipopolys a c cha ridel は， M H134
の 腹水型 に は無効で あ る が， 皮下接種腫瘍に は有効で
あ ると す る報告と同様の傾向 を有 し， 本実験 の抗腫瘍
性発現の 主 体は ， 細胞壁 ペ プチ ド グリ カ ン を 主成分と
す る 多糖類で は な い か と推定 させ る理 由の 1 つ で あ
る
．
また ， 表 5 ． 6お よび 図2 ． 3 に お い て示 され る よ
う に ， Ehrlich腹水癌細胞お よ び Sarcom a180細胞 に
お い て 抗腫瘍性に 羞の 認め られ る理 由は， 本成分の 可
移植腫瘍に 対す る感受性の差であると考 え られ る．
本実験で 得 られ た成分は未だ精製が租 であり， 本体
お よ び作用機序 は明 らか で は ない が ， これ らは今後検
討され る べ き で あろう ．
結 論
P． m agn u sS T，1株の 抗腫瘍性 を E hrlich 腹水癌細
胞お よび Sarc o m a180細胞 を用 い て検討 した と こ ろ，
下記の ごと き結論を得た ．
1 1 24 時間培養の 上 清液の エ タ ノ ー ル 分画に お い て
Ehrlich 腹水癌細胞の 固型腫瘍 に 対 して 抗腰 瘍性 が み
られ た．
21 24 時 間培 養 の 菌体超 音波処 理 上 清液 で は
E hrlich 腹水癌細胞の 固型 腫瘍 に 対 して 著 しい 抗腫 瘍
性を認 めた．
3 1 72． 96時 間培養 の 菌体超音波処 理 沈澄 も，
E hrlich 腹水癌細胞 の 固型 腫 瘍に 対 して 抗腫 瘍性 を示
した．
4I24時間培養の 菌体超音波処理上 清液を等電点沈
殿法 に て 直 ち に pH4．0 に 調 整 し た pH 4．0分 画 は，
Ehrlich腹水癌細胞 の 固型 腫瘍 に 対し て著 しい 抗腫 瘍
性 を示 し， ま た Sa r c o m a180細胞の 固型 腫瘍 に 対 して
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も， 高い 抗腫瘍性 を認 めた．
51腫瘍重量測定に よ る抗腫瘍性 の 実験 に お い て も，
E hrlich 腹水癌細胞 お よ び Sa rc o rn a180細胞 の 固 型
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Antitum o r a ctivity of Pepto c oc c us m agnus str ain S T
－1 c ultu red in T Fm ediu m fo r1 2
－ 1 2 0 hrs
w a sin ve stigeted o n s olid tu m o rsくE hrlich as cite s c a r cino m a a nd Sa r c o m a1 8 01inIC Rmic e． T he
a ntitu m 。r a Ctiv e substanc e s e x a min ed w e re a sfollo w s こり6 0％ ethan ol fr a ctio n pr e cipitated
fr om c ultur e supernata nti2Jsupe r n at nt and sedim e nt ob tain ed by ultra s o nic tr e atm e nt of
ba cteri alceusi3Jfr a ctio ns by is o ele ctric point pre cipitatio n of c elle xtr a cts as pH 6．0， PH 4．O
and pH 2．O fra ctio n． A qu ate rofthese 3 substan c
es ap propriatly r e suspe nded o rprepa red w as
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